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（図１）おこづかいの使い道ベスト３ ＜複数回答＞
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（総務庁青少年対策本部「非行原因に関する総合的研究調査（第３回）」1999 年）
（金融広報中央委員会「子どものくらしとお金に関する調査」（第３回）2015 年度調査）をもとに作成

※小学生の調査項目は友達の関わりの有無を問わず、飲食はすべて「おかしやジュース」
※中学生はお小遣いで買ったり、支払ったりすることが「よくある」「ときどきある」の合計
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（図２） おこづかい帳とお金の使い方  ＜小学校高学年＞

　最近はプリペイドカードなど「見えないお金」が普及した
ことで、お金を支払うという感覚を持ちにくくなっていま
す。一方で、（図１）のように昔に比べて、子どもが買うもの
も、目に見えて残る「マンガ」などから、食べてなくなってし
まう飲食などの「見えにくい支出」に変化。「見えないお金」
「見えにくい支出」は、気が付いたらおこづかいがなくなっ
ていて、何に、いくら使ったかわからない…ということにな
りがちです。
　お金を上手に使える大人になるためには、おこづかい帳
でお金の出入りを記録し、振り返り、次に活かす…という経
験が大切。（図２）からも、おこづかい帳を付けている子のほ
うが、お金の使い方をよく考えていることがわかります。
　おこづかい帳は、お金上手への第一歩。無駄遣いを叱る
のではなく、「お金」の使い方を子どもと一緒に振り返り、よ
りよいお金の使い方を考えられる人になるよう、子どもの
成長を温かく見守っていきましょう。 （金融広報中央委員会「子どものくらしとお金に関する調査」（第３回）2015 年度調査をもとに作成）

■ 制作：神奈川県消費生活課  ☎045-312-1121（代表） 内線2640～2643
※「おこづかい帳」の用紙は http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r7b/edu/school_tool.html#meijinに掲載しています。


